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2 Fa-9 女子大生の最近の下着類着装実態
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　目的　近年，成人女子の下着類の着用率が減少傾向にあることは，従来の報告にもみら

れる。特に最近，女子学生のスリップの着用が著しく低下しているようである。今回，そ

の実態を把握するために，日常の経験を通して下着類の着用実態を季節別にアンケートに

より調査し，外衣との関連，学校差などについて検討した。

　方法　関東，東海地域に在住する女子学生(短大，大学〉460名を対象に1992年6月～7月，

着装に関するアンケート調査を実施した。調査内容は，季節別に頻度性の高い外出着の着

装形態における下着(ファンデーション，アンダーウエア，ランジェリー)の着用の有無，

下着の着用者はその理由，着用しない者はその理由，下着に対する関心度，下着への要望

などである。データは統計処理を行い，分析した。

　結果　ランジェリー類の着用率はやはり低く，特にスリップは季節の平均で9.0%と少

ない。これに対してキャミソールは14.4％と着用が多い。これは最近の一つの傾向と言

える。これらの傾向と外衣との間には，ほとんど相関が認められなかった。季節別で有意

の差がみられたものは. 長袖シャツ，ジーンズ，パンツ，シ3 ―トパンツであり，学校別

で有意の差がみられたものはフレアパンティー，キャミソール，スリップなどのランジェ

リー類，およびスカート，ジーンズ，パンツであった。下着の主々着用理由は，保健衛生

的な面から必要なため，肌が透けるのを防ぐため，が多く，非着用理由は，習慣で着ない

ため，が多かった。下着に対する関心度は高く，特にファンデーション類のサイズの多様

化への要望が多かった。
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【目的】様々なデザインが存在する現在、人々は自分にふさわしいと思う衣服を多くの中

から選択できる。ところが日常人々が着用する衣服をみると、個人レベルではある一定の

着用パターンがあるのではないかと思われる。そこで本研究では女子学生の下衣のシルエ

ットに焦点をあて、その着用パタ-ンを明らかにするとともに。よく着用する下衣と服装

に対する意識、身体に対する評価｡性役割意識などとの関連について考察を試みた。

　【方法】近畿圏・九州圏の女子短大・女子大学に在学する学生　730名を対象に1992年12月

配票留置法による質問紙調査を行った。有効回収数689票.回収率94.4%であった。主な

質問項目は、よく着用する下衣のシルエット、好きな服装のイメージ。服装観。身体に対

する評価などである。データの集計・分析には、単純・クロス集計、因子分析を用いた。

t紡果】女子学生が日常よく着用する下衣のシルエットを順位で答えてもらった結果。第

1 i(r.はパンツ（.･!9.3％）, タイトスカート（18.4% ）.フレアースカート（17.2%)であ

った。クa ス槃計によりこれらグループと好きな服装のイメー'J.服装観、身体に対する

評価との関連を分析した結果、多くの項目で有意差がみられた。さらに好きな服装のイメ

- ジについて囚子分析を行った鮎米、「日立ち」「活動性」の２囚子が抽出され。これら

に各グループの因子得点をプロットしたところグループごとの特徴を明らかにすることが

できた。
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